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滋賀県教育研究所 滋賀県総合教育センター

初代 西村栄次郎 昭28. 4～ 初代 仁志出 基 昭46. 4～ 16代 國弘 正義 平14. 4～
２代 溝口 成蔵 昭31. 1～ ２代 藤村 清一 昭51. 4～ 17代 橋本源之助 平15. 4～
３代 大谷 勇 昭31. 4～ ３代 西村 忠 昭54. 4～ 18代 中川 法夫 平17. 4～
４代 野崎欣一郎 昭31.10～ ４代 松山 義夫 昭55. 9～ 19代 馬場 輝代 平18. 4～
５代 細谷雄次郎 昭32. 4～ ５代 吉村 博雄 昭56. 4～ 20代 奥村敬一郎 平20. 4～
６代 梅原與惣次 昭33. 4～ ６代 古川 康男 昭58. 4～ 21代 中野 正堂 平21. 4～
７代 仁志出 基 昭35. 4～ ７代 三浦 昭 昭61. 4～ 22代 北村 清之 平22. 4～
８代 岩崎 武 昭39. 4～ ８代 大塚 陽一 昭63. 4～ 23代 松村 良樹 平24. 4～
９代 小島市太郎 昭40. 4～ ９代 野村 弘 平 3. 4～ 24代 小林 庄司 平26. 4～
10代 中井 重雄 昭42. 4～ 10代 北川 一幸 平 5. 4～ 25代 山仲 幸 平27. 4～
11代 珠久 鶴一 昭44. 4～ 11代 山本 富夫 平 7. 4～ 26代 佐敷惠威子 平28. 4～
12代 国松佐三郎 昭45. 4～ 12代 文室 温晴 平 8. 4～ 27代 小倉 啓嗣 平30. 4～

13代
14代

岩本 光恵
田附 紀夫

平10. 4～
平12. 4～

28代
29代

猪田 章嗣
近藤 敏夫

令 2. 4～
令 4. 4～

15代 三田 俊雄 平13. 4～

「 授人以魚 不如授人以漁 」
所長 近藤 敏夫

歴 代所 長

滋賀県総合教育センター
イメージキャラクター

今年も桜が満開に咲き誇り、風薫る新緑が美しく
光り輝き、つつじが色鮮やかに咲き競いました。まも
なく紫陽花が咲き、蝉しぐれに包まれます。総合教育
センターでは、一年を通して生命の息吹を感じること
ができます。各学校園でも同じように、子どもたちが
笑顔いっぱい、生き生きと活動していることでしょう。
ただ現在も新型コロナウイルス感染症は予断を許
さない状況が続いています。各学校園におかれまし
ては、子どもたちの健康・安全に最大限配慮しなが
ら、日常の学校生活を維持されていることと思いま
す。当センターの研修につきましても、感染状況を注
視しながら、集合型・オンデマンド型・同時双方向型
のそれぞれのメリットを生かして進めているところで
す。
さて、2021年1月26日中央教育審議会が、答申

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全
ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学
びと、協働的な学びの実現～」を取りまとめたことは
御存じのことと思います。その答申では、ICTを効果
的に活用し「個別最適な学び」や「協働的な学び」
を一体的に充実し、主体的・対話的で深い学びの実
現に向けた授業改善につなげていくことが必要であ
るとしています。
先日、個別最適な学びについての次のような説明

文に出会いました。「個別最適な学びを実現するた
めのポイントの一つに、子どもたちが『学び方』を獲
得し、選択できるということが挙げられる。自宅から
駅までの交通手段を例に考えてみる。駅が徒歩圏
内にある場合、歩いても、自動車でも、自転車でも行
くことができる。運動不足だから歩いて行こう。雨が
降っているから自動車で行こう、気分転換に自転車
で行こう、と私たちはその時の状況や気分で手段を

選択している。これらが選択できる背景には、徒歩、
自動車、自転車の選択肢をすべて経験し、それぞれ
の技能を獲得し、場面に応じた選択をするということ
がある。学び方も同じである。」
「（魚を求める人には）魚を与えるのではなく、魚

の釣り方を教えよ」という格言がありますが、私たち
教員は、児童生徒に様々な学び方を経験させ、その
技能を獲得させ、自らが選択できる場面を作ること
が必要です。私たちは「年間」「単元」「一時間」等
でそれぞれ目標を定めます。その目標は全ての児童
生徒に共通ですが、目標を達成するための学び方
は、その時の場面や得意不得意、理解度等で児童
生徒が自ら選択し、自ら学習を調整していくことにな
ります。
Society5.0時代にふさわしい学校の実現のため
に、学校は今、変革が求められています。今年度当
センターでは、確かな学力の向上を図り「夢と生きる
力」を育むための指導力の向上を目指し、研修・研
究事業に取り組んでまいりますが、ICTの効果的な
活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の充実を常に念頭に置いて進めてまいります。また
従来の研修を更に充実させるとともに、今年度から
始まる小学校高学年における教科担任制に対応す
るための「小学校教科担任パワーアップ研修」や
「県立学校１人１台端末活用推進研修」、「滋賀の
環境をつくるSDGs・MLGs研修」などの研修も新た
に開講します。さらに研究事業においても教育実践
モデルとして普及できるよう、先進的・先導的な研究
に取り組んでまいります。今年度も当センターを存分
に活用してください。そして未来を担う子どもたちの
健やかな成長のために、一緒に力を合わせて頑張り
ましょう。
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基 本 理 念

行 動 目 標

理 念 図

取 組の 重点

(１) 教職員のキャリアステージや現場のニーズを反映した 「研修事業」

(２) 子どもの学びの質を高める 「研究事業」

(３) 学校等のニーズに応じた質の高い 「学校等支援事業」

(４) 個に応じた対応と適切な支援のための 「相談事業」



指定研修

子どもの確かな学力の向上のために、自律的に学び続け
る滋賀の教職員の皆さんを支援します。研修では、実践
的指導力や個々のキャリアに応じた資質・能力の向上を
目指します。

協議や演習を活用し、系統
性のある研修を行います。

個々のニーズに応じて、専
門性を高めます。

学校や市町教育委員会等と
連携して、研修を行います。

学校等支援研修希望研修

研修事業

主 要 事 業



国の動向、県の課題を見据えた｢研究事業｣を推進することで、
先進的・先導的研究を直接学校現場へ普及し、学校改善を支援します。

プロジェクト研究 学校派遣研究 課題研究

喫緊の課題に対応した先進的・先導的な教科・領域研究を実施

研修と実践の往還による実践力の向上を目指す指導改善研究を実施プロジェクト研究

学校派遣研究

課題研究

小・中学校 校内研究活性化に関する研究
小・中学校における児童生徒一人ひとりの「確かな学力」の向上につながる校内研究
ー組織的・継続的な校内研究における、自校の課題解決に向けた重点的な取組を通してー

小学校 小学校国語科に関する研究
小学校国語科における「確かな学力」の向上を目指す、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
ー「主体的に学習に取り組む態度」の評価を基にした継続的な授業改善を通してー

中学校 中学校数学科に関する研究
問題発見・解決の過程を重視した「確かな学力」の向上を目指す中学校数学科の教科指導改善
ー1人1台端末を効果的に活用し、生徒が「読み解く力」を、高め、発揮することを通してー

小学校算数科に関する研究
個別最適な学びの充実による「確かな学力」の育成
ー小学校算数科の授業と家庭学習の往還を通してー

小学校理科に関する研究
「確かな学力」の向上を目指す、児童が見通しをもつことに重点を置いた指導と評価の一体化
ー児童の学習把握に1人1台端末を活用した小学校理科の指導改善ー

中学校 中学校道徳科に関する研究
生徒自らが学びを振り返りながら学習し、成長を実感できる中学校道徳科の指導改善
ー学習履歴を活用した指導と評価の組織的な取組ー

小学校 小学校外国語科に関する研究
児童が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整する小学校外国語科における言語活動の充実
ーICTの効果的な活用を踏まえた、バックワード・デザインによる授業づくりー

高等学校理科に関する研究
思考力、判断力、表現力等を育成し、「確かな学力」の向上を目指した高等学校理科における教科指導改善
ー1人1台端末を活用し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることを通してー

遠隔教育に関する研究
高等学校の遠隔授業における協働的な学びの充実
ー学校間を連携した遠隔授業モデルの構築を通してー

プロジェクト研究

高等学校

小学校

学校派遣研究

課題研究

主 要 事 業

子どもの学びの質を高める「研究事業」

実践的な指導力の向上につながる指定校研究や喫緊の教育課題に
応じた研究で、学校改善を支援します。

学校に寄り添う研究

研究成果物研究紀要・報告書

センターＨＰで令和３年
度までの研究成果を御
覧いただけます。

研究員が毎週１日受入校で勤務し、学校の課題に応じた学校改善研究を実施

研究事業
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				プロジェクト研究 ケンキュウ

				小・中学校 ショウ チュウガッコウ		校内研究活性化に関する研究 カッセイカ		小・中学校における児童生徒一人ひとりの「確かな学力」の向上につながる校内研究
ー組織的・継続的な校内研究における、自校の課題解決に向けた重点的な取組を通してー ショウ チュウガッコウ ジドウ セイト ヒトリ タシ ガクリョク コウジョウ コウナイ ケンキュウ ソシキテキ ケイゾクテキ コウナイ ケンキュウ ジコウ カダイ カイケツ ム ジュウテン テキ トリクミ トオ

				小学校 ショウガッコウ		小学校国語科に関する研究 ショウガッコウ コクゴカ カン ケンキュウ		小学校国語科における「確かな学力」の向上を目指す、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
ー「主体的に学習に取り組む態度」の評価を基にした継続的な授業改善を通してー ショウガッコウ コクゴカ タシ ガクリョク コウジョウ メザ コベツ サイテキ マナ キョウドウ テキ マナ イッタイ テキ ジュウジツ シュタイ テキ ガクシュウ ト ク タイド ヒョウカ モト ケイゾク テキ ジュギョウ カイゼン トオ

				中学校		中学校数学科に関する研究 チュウガッコウ スウガクカ カン ケンキュウ		問題発見・解決の過程を重視した「確かな学力」の向上を目指す中学校数学科の教科指導改善
ー1人1台端末を効果的に活用し、生徒が「読み解く力」を、高め、発揮することを通してー モンダイ ハッケン カイケツ カテイ ジュウシ タシ ガクリョク コウジョウ メザ チュウガッコウ スウガクカ キョウカ シドウ カイゼン ヒトリ ダイ タンマツ コウカテキ カツヨウ セイト ヨ ト チカラ タカ ハッキ トオ

				学校派遣研究 ガッコウ ハケン ケンキュウ

				小学校 ショウガッコウ		小学校算数科に関する研究 ショウガッコウ サンスウカ		個別最適な学びの充実による「確かな学力」の育成
ー小学校算数科の授業と家庭学習の往還を通してー コベツ サイテキ マナ ジュウジツ タシ ガクリョク イクセイ ショウガッコウ サンスウカ ジュギョウ カテイガクシュウ オウカン トオ

						小学校理科に関する研究 ショウガッコウ リカ		「確かな学力」の向上を目指す、児童が見通しをもつことに重点を置いた指導と評価の一体化
ー児童の学習把握に1人1台端末を活用した小学校理科の指導改善ー タシ ガクリョク コウジョウ メザ ジドウ ミトオ ジュウテン オ シドウ ヒョウカ イッタイカ ジドウ ガクシュウ ハアク ニン ダイ タンマツ カツヨウ ショウガッコウ リカ シドウ カイゼン

				中学校		中学校道徳科に関する研究 チュウガッコウ ドウトク カ		生徒自らが学びを振り返りながら学習し、成長を実感できる中学校道徳科の指導改善
ー学習履歴を活用した指導と評価の組織的な取組ー セイト ミズカ マナ フ カエ ガクシュウ セイチョウ ジッカン チュウガッコウ ドウトク カ シドウ カイゼン ガクシュウ リレキ カツヨウ シドウ ヒョウカ ソシキ テキ トリクミ

				課題研究 カダイケンキュウ

				小学校		小学校外国語科に関する研究 ショウガッコウ ガイコクゴ カ カン ケンキュウ		児童が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整する小学校外国語科における言語活動の充実
ーICTの効果的な活用を踏まえた、バックワード・デザインによる授業づくりー ジドウ ミズカ ガクシュウ ジョウキョウ ハアク シュタイテキ ガクシュウ チョウセイ ショウガッコウ ガイコクゴカ ゲンゴ カツドウ ジュウジツ コウカテキ カツヨウ フ ジュギョウ

				高等学校 コウトウガッコウ		高等学校理科に関する研究 コウトウガッコウ リカ カン ケンキュウ		思考力、判断力、表現力等を育成し、「確かな学力」の向上を目指した高等学校理科における教科指導改善
ー1人1台端末を活用し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることを通してー シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ イクセイ タシ ガクリョク コウジョウ メザ コウトウ ガッコウ リカ キョウカ シドウ カイゼン ニン ダイ タンマツ カツヨウ コベツ サイテキ マナ キョウドウ テキ マナ イッタイテキ ジュウジツ トオ

						遠隔教育に関する研究 エンカク キョウイク		高等学校の遠隔授業における協働的な学びの充実
ー学校間を連携した遠隔授業モデルの構築を通してー コウトウ ガッコウ エンカク ジュギョウ キョウドウ テキ マナ ジュウジツ ガッコウ カン レンケイ エンカク ジュギョウ コウチク トオ









個に応じた対応と適切な支援のための「相談事業」

特別支援教育相談

当センターホームページでは、日々の教育活動に
役立つさまざまな情報を発信しています。

＜おすすめ情報＞ ●研究論文・研究成果物 ●しが「読み解く力」研修動画
●学びの基礎チャレンジ ●ガッテン!!プリント ●子どもの「学びの場」

教育学習情報の発信

相談事業

主 要 事 業

学校等支援事業



案 内 図

沿 革
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